
78 被 服 学 Ｉ（材料・整理・染色など） 〔日 本 家政 学 会

B－25 熾 班暫い バド? 性,しら･IT i 細菌 孚的研え け え報 恥りsm  学的 清冲↑い

柿岡女 手尺肩 疋　平柘肌μ-o 合λいi 智手　心 が け 上判 元子。検討 ）

0 的　 仰川 乱れj  見 みーつの已安 として忖為箇数 で牙,す方βボ｀i: られ.    ＼ の知栗

的 方広としてμ槐?  tベ叶ら れてヽヽ る。I  ず） より我々r- 杖出3  ぺいく鴨i  個 べ`い ぷ奪

があうとﾉちぇw の-f 根 盈め方泌，時向,  回収ノt のft ,い いI   Z ,    3 の検討を試 升μの

で‘報 告奇香，

方法　 伏試料 ，菌；h が^'-^s ox  It, 仰 に ’うし4  × 4 at, 抽ぬIk;  多.

践緩衝;r,  培把；孝志島,叉,   刄 和音に ，剔 死L  I   L--e"｛ 乙砲 の滅 笛f.
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tr fし 汝ヽﾔ･りat い? ■i^ rこ箇a  象 入一倍吃 に喀 舎 。. コa  ニー－i  駄 え.   ^,･n ・ ゑ 毒､培吃･f

V  <n ?ri I {c じ 則'L  し 既 。3. 八弘 万仰も尿 系暗に 甲r 哨` 舎 こ一 恥り 叉仔 、。てい ふχい;気

認 りl  V  つfこ。

胎 果　 附te ゛ 荊 い･-  ぞ 町 乳酪為･丿 リ4  "- (み1-A の差 び）'I    .    (. 7リ い て恥 げt

鳥 しKit" ヽら;り ヽ童 叫 希い 見・ 卜 沁専 び`あ い 狐 泣手い いヽ夕/fi- 皿.-1   g卵ト ぷト`

袁り バX ち し い ヽ^ 菌{I  胎f  為i  仏 絢すT'  .   狐 え 鴎 岡 回 幻%  I- iり^ 焉V  ルfl゙刀 心 バこ

・狐sI  (四r う きうリ エ丿 へ れ た｡し 赳 べi;iい7     . いn 痩 休i.  口 回 にﾉ 返 し に場 ぞ,

I   回日 で` If付為 尼^）?'']十 が` 昶 ぺ た広し れ 。｛° si ^ v二I,  ぇ し い 凪1^ '^p (リ χ汗c い･

い　7    ラ7   シJ－ミキt   ーfc・祚後 什r丿: りi  （ だ±,(i士社ぷ で･パ封 わ 升m  痍かa  jべ

り 八･ がi, % の叶卜 桟械 作剛の妙 恥ヵり すられに・

日－26 衛生加工凩の劾

束京春政学院短大，o  各e)玲 子 ， 関 乖逓信病院　稲n, 盛栄

目釣　 乳児用に作ら れている峨おむつや紙ナアキンtこ添 加されている衛生no 工剤 脱

皮贋に甦ヽ影響 を及ir り とヽ･ヽうむヽ を検討 することは，重要な課敢で･ある．われわれは.

衛 生Dロエ効果（ 細菌の発育阻 止効果)  があると認めtこニト ロフラン加 工峨 すア キンを

実際に使用しX  .    i]D£剤の皮膚に及 ぼ`す影 響につい て検討 すること 色目的 としtこ．

男法　 昭和･･8キz  月s. り昭和回吽)  月まてへ 病 院で咄 生しtこ幹生児 叫 陥 を．A,

B,    C 3 群 に脊 け．出,生直後 より退睨^ 仁 下院の要橘 で`おむ つを便 用レ そ<n 間

（ 約1  週m ）における讐即 発専のそ 生状 況 を眺較検討しすこ。

A 群381  名 に＼i.  布おむ つの上に加工紙 ナア午ンを重ねて便用しすこ。

Ｂ群373 名には. やおむつの上に未加 工紙 すﾌ･ ヤン（ 紙喩は加工紙と同じ） をを ね

て便旧しに．

C 群り 陥 にli. 布おむつのみ を便旧 しtこ．

結果　讐即発参 のそ生¶U,    A 群23.36 ％，B 群28.･5  %  ,   C群27.  78 % て･'.   3群

間におけるそ生亨の 煮にa.  旅 是の結果, 統 ↑的 な局t- の差は認It) ら れr. 本実験に

おいてa　 皮膚 への 悪影劃 ま認められなりヽ づ こ.  まtこ　讐部 発赤発生宇 と.新生 児隻向

うs厦 との関連 につい て検討レtこところ，3 群 ともに 統計的な肩息,の相関り゙認,められ
f:.


